
(57)【要約】

【課題】　本発明は、単純マトリクス液晶表示装置にお

いて、画面の白抜けや黒筋が生じるといった表示むらを

防止できるようにすることを目的とする。 

【解決手段】　本発明は、 ガラス基板と電極部１２と

配向膜１４とをそれぞれ有する第１の基板１および第２

の基板が対向配置され、これらの間に液晶が封入されて

なり、前記電極部１２が、表示画面領域１０に形成され

た表示部電極群１２ａと、表示画面領域１０の少なくと

も１辺の外方に表示部電極群１２ａを引き出す引き出し

電極群１２ｂと、表示画面領域１０の外側に形成された

外側電極群１２ｃとからなり、表示画面領域１０の引き

出し電極群１２ｂが形成されていない辺１０ａ，１０ｂ

の外側では、外側電極群１２ｃの周縁部分が配向膜１４

に被覆されているものである。 

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ラ ス 基 板 と 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ た 電 極 部 と 、 該 電 極 部 上 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 と を
そ れ ぞ れ 有 す る 第 １ の 基 板 お よ び 第 ２ の 基 板 を 備 え 、 該 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 と が 対 向
配 置 さ れ て そ れ ら の 間 に 液 晶 が 封 入 さ れ て な り 、 前 記 電 極 部 が 、 表 示 画 面 領 域 に 形 成 さ れ
た 表 示 部 電 極 群 と 、 表 示 画 面 領 域 の 少 な く と も １ 辺 の 外 方 に 前 記 表 示 部 電 極 群 を 引 き 出 す
引 き 出 し 電 極 群 と 、 前 記 表 示 画 面 領 域 の 外 側 に 形 成 さ れ た 外 側 電 極 群 と か ら な っ て お り 、
前 記 表 示 画 面 領 域 の 引 き 出 し 電 極 群 が 形 成 さ れ て い な い 辺 の 外 側 で は 、 前 記 外 側 電 極 群 の
周 縁 部 分 が 前 記 配 向 膜 に 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ２ 】
第 １ の 基 板 お よ び 第 ２ の 基 板 の 一 方 ま た は 両 方 の ガ ラ ス 基 板 上 の 前 記 電 極 部 と 配 向 膜 と の
間 に 絶 縁 膜 層 が 形 成 さ れ て お り 、 該 絶 縁 膜 層 の 表 示 画 面 領 域 外 の 周 縁 部 分 が 前 記 配 向 膜 に
被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 基 板 お よ び 第 ２ の 基 板 の い ず れ か 一 方 に カ ラ ー フ ィ ル タ が 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ラ ー Ｓ Ｔ Ｎ 型 液 晶 表 示 装 置 な ど の 単 純 マ ト リ ク ス 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 単 純 マ ト リ ク ス 液 晶 表 示 装 置 は 、 概 略 、 Ｘ 方 向 の ス ト ラ イ プ 透 明 電 極 群 が 形 成 さ れ た ガ
ラ ス 基 板 （ 第 １ の 基 板 ） と 、 Ｙ 方 向 の ス ト ラ イ プ 透 明 電 極 群 が 形 成 さ れ た ガ ラ ス 基 板 （ 第
２ の 基 板 ） と で 液 晶 層 を 挟 ん だ 構 成 の も の で あ る 。
　 図 ６ ～ １ ０ は 、 従 来 の カ ラ ー Ｓ Ｔ Ｎ 型 液 晶 表 示 装 置 の 例 を 示 し た も の で 、 図 ６ は 第 １ の
基 板 ３ １ の 一 部 構 成 を 示 す 平 面 図 、 図 ７ は 第 ２ の 基 板 ３ ２ の 一 部 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る
。 ま た 図 ８ ～ １ ０ は 、 第 １ の 基 板 ３ １ と 第 ２ の 基 板 ３ ２ と で 液 晶 層 ３ ３ を 挟 ん で 構 成 し た
液 晶 セ ル の 断 面 図 で あ り 、 図 ８ は 、 図 ６ お よ び ７ 中 の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ９ は Ｂ －
Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 １ ０ は Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 図 中 符 号 ３ ４ は 封 止 材 で あ る
。  
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 １ の 基 板 ３ １ は 、 ガ ラ ス 基 板 ４ １ 上 に 電 極 部 ４ ２ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 絶 縁 材 料 か ら
な る 絶 縁 膜 層 ４ ３ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 配 向 膜 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 電 極 部 ４ ２ は ス ト
ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 群 で 構 成 さ れ て お り 、 表 示 画 面 領 域 に 形 成 さ れ た 表 示 部 透 明 電 極 群 ４
２ ａ と 、 表 示 画 面 領 域 の 対 向 す る ２ 辺 の 外 方 に そ れ ぞ れ 表 示 部 透 明 電 極 群 ４ ２ ａ を 引 き 出
す 引 き 出 し 透 明 電 極 群 ４ ２ ｂ と 、 表 示 画 面 領 域 の 外 側 に 形 成 さ れ た 外 側 透 明 電 極 群 ４ ２ ｃ
と か ら な っ て い る 。
　 第 ２ の 基 板 ３ ２ は 、 ガ ラ ス 基 板 ５ １ 上 に カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 ５ ５ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に
平 坦 化 お よ び 保 護 の た め の オ ー バ ー コ ー ト 層 ５ ６ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 電 極 部 ５ ２ が 形 成
さ れ 、 そ の 上 に 配 向 膜 ５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 電 極 部 ５ ２ は ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 群 で
構 成 さ れ て お り 、 表 示 画 面 領 域 に 形 成 さ れ た 表 示 部 透 明 電 極 群 ５ ２ ａ と 、 表 示 画 面 領 域 の
１ 辺 の 外 方 に そ れ ぞ れ 表 示 部 透 明 電 極 群 ５ ２ ａ を 引 き 出 す 引 き 出 し 透 明 電 極 群 ５ ２ ｂ と 、
表 示 画 面 領 域 の 外 側 に 形 成 さ れ た 外 側 透 明 電 極 群 ５ ２ ｃ と か ら な っ て い る 。  
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 １ の 基 板 ３ １ お よ び 第 ２ の 基 板 ３ ２ は 、 ガ ラ ス 基 板 ４ １ ， ５ １ 上 に 電 極 部 等 の 各 層 を
膜 形 成 し た 後 、 最 上 層 の 配 向 膜 ４ ４ ， ５ ４ に ラ ビ ン グ 処 理 を 施 し て 作 製 さ れ る 。 図 １ １ は
ラ ビ ン グ 処 理 工 程 の 例 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 図 中 符 号 ６ １ ａ は 表 示 部 透 明 電 極
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群 、 ６ １ ｂ は 引 き 出 し 透 明 電 極 群 、 ６ ２ は 配 向 膜 を 示 し て い る 。
　 ラ ビ ン グ 処 理 は 、 例 え ば こ の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 大 面 積 の ガ ラ ス 基 板 上 に 多 数 個 の 表
示 画 面 領 域 に 相 当 す る 電 極 部 、 配 向 膜 ６ ２ 等 を 形 成 し た 後 、 表 面 が レ イ ヨ ン や 綿 布 等 か ら
を な る ラ ビ ン グ ロ ー ル ６ ０ を 高 速 回 転 さ せ つ つ 、 基 板 上 を 移 動 さ せ て 、 配 向 膜 ６ ２ を 一 定
方 向 に 擦 る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。  
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク で 点 灯 し
た と き に 画 面 の 一 部 分 の み が 明 る く な っ て し ま う 白 抜 け や 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 画 面 に 黒
筋 が 生 じ る と い っ た 表 示 む ら が 生 じ る こ と が あ り 、 問 題 と な っ て い た 。
　 よ っ て こ の 発 明 に お け る 課 題 は 、 単 純 マ ト リ ク ス 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 画 面 の 白 抜 け
や 黒 筋 が 生 じ る と い っ た 表 示 む ら を 防 止 で き る よ う に す る こ と に あ る 。  
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ガ ラ ス 基 板 と 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 形
成 さ れ た 電 極 部 と 、 該 電 極 部 上 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 と を そ れ ぞ れ 有 す る 第 １ の 基 板 お よ び
第 ２ の 基 板 を 備 え 、 該 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 と が 対 向 配 置 さ れ て そ れ ら の 間 に 液 晶 が 封
入 さ れ て な り 、 前 記 電 極 部 が 、 表 示 画 面 領 域 に 形 成 さ れ た 表 示 部 電 極 群 と 、 表 示 画 面 領 域
の 少 な く と も １ 辺 の 外 方 に 前 記 表 示 部 電 極 群 を 引 き 出 す 引 き 出 し 電 極 群 と 、 前 記 表 示 画 面
領 域 の 外 側 に 形 成 さ れ た 外 側 電 極 群 と か ら な っ て お り 、 前 記 表 示 画 面 領 域 の 引 き 出 し 電 極
群 が 形 成 さ れ て い な い 辺 の 外 側 で は 、 前 記 外 側 電 極 群 の 周 縁 部 分 が 前 記 配 向 膜 に 被 覆 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 配 向 膜 を ラ ビ ン グ 処 理 す る 際 に 、 配 向 膜 の 擦 り 始 め
側 に お い て 、 配 向 膜 の 外 側 に 電 極 部 が 露 出 し て い る 部 分 を 極 力 少 な く す る こ と が で き る 。
そ の 結 果 、 液 晶 表 示 装 置 に 表 示 む ら が 生 じ る の を 防 止 で き る 。  
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 第 １ の 基 板 お よ び 第 ２ の 基 板 の 一 方 ま た は 両 方 の ガ ラ ス 基 板 上 の 前 記 電 極 部 と 配
向 膜 と の 間 に 絶 縁 膜 層 が 形 成 さ れ て お り 、 該 絶 縁 膜 層 の 表 示 画 面 領 域 外 の 周 縁 部 分 が 前 記
配 向 膜 に 被 覆 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 配 向 膜 を ラ ビ ン グ 処 理 す る 際 に 配 向 膜 の 外 側 に 絶 縁
膜 層 が 露 出 し な い よ う に す る こ と が で き 、 そ の 結 果 液 晶 表 示 装 置 に 表 示 む ら が 生 じ る の を
防 止 で き る 。
　 さ ら に 、 第 １ の 基 板 お よ び 第 ２ の 基 板 の い ず れ か 一 方 に カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け て も よ く
、 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 液 晶 表 示 装 置 を カ ラ ー 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ガ ラ ス 基 板 と 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ
た 電 極 部 と 、 該 電 極 部 上 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 と を そ れ ぞ れ 有 す る 第 １ の 基 板 お よ び 第 ２ の
基 板 を 備 え 、 該 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 と が 対 向 配 置 さ れ て そ れ ら の 間 に 液 晶 が 封 入 さ れ
て な り 、 前 記 電 極 部 が 、 表 示 画 面 領 域 に 形 成 さ れ た 表 示 部 電 極 群 と 、 表 示 画 面 領 域 の 少 な
く と も １ 辺 の 外 方 に 前 記 表 示 部 電 極 群 を 引 き 出 す 引 き 出 し 電 極 群 と 、 前 記 表 示 画 面 領 域 の
外 側 に 形 成 さ れ た 外 側 電 極 群 と か ら な っ て お り 、 前 記 表 示 画 面 領 域 の 引 き 出 し 電 極 群 が 形
成 さ れ て い な い 辺 の 外 側 で は 、 前 記 外 側 電 極 群 の 周 縁 部 分 が 前 記 配 向 膜 に 被 覆 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 配 向 膜 を ラ ビ ン グ 処 理 す る 際 に 、 配 向 膜 の 擦 り 始 め 側 に お い て 、 配 向 膜 の 外 側 に 電 極 部
が 露 出 し て い る と 、 表 示 画 面 に 白 抜 け が 生 じ る 原 因 と な る と 考 え ら れ 、 上 記 の よ う な 構 成
と す る こ と に よ り 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 処 理 時 に 、 配 向 膜 の 外 側 に 電 極 部 が 露 出 し て い る 部
分 を 極 力 少 な く す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 装 置 に 白 抜 け 等 の 表 示 む ら が 生 じ る
の を 防 止 で き る 。  
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の 基 板 お よ び 第 ２ の 基 板 の 一 方 ま た は 両 方 の ガ ラ ス 基 板 上 の 前 記 電 極 部 と 配
向 膜 と の 間 に 絶 縁 膜 層 が 形 成 さ れ て お り 、 該 絶 縁 膜 層 の 画 面 表 示 領 域 外 の 周 縁 部 分 が 前 記
配 向 膜 に 被 覆 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 電 極 層 と 配 向 膜 と の 間 に 絶 縁 膜 層 を 設 け る こ と に よ っ て 、 異 物 等 に よ る 上 下 電 極 短 絡 不
良 を 防 止 で き る と い う 利 点 が 得 ら れ る 。
　 ま た 配 向 膜 を ラ ビ ン グ 処 理 す る 際 に 、 配 向 膜 の 外 側 に 絶 縁 膜 層 が 露 出 し て い る と 、 表 示
画 面 に 黒 筋 生 じ る 原 因 と な る と 考 え ら れ 、 上 記 の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 配 向 膜 の
ラ ビ ン グ 処 理 時 に 配 向 膜 の 外 側 に 絶 縁 膜 層 が 露 出 し な い よ う に す る こ と が で き 、 そ の 結 果
、 液 晶 表 示 装 置 に 黒 筋 等 の 表 示 む ら が 生 じ る の を 防 止 で き る 。
　 さ ら に 、 第 １ の 基 板 お よ び 第 ２ の 基 板 の い ず れ か 一 方 に カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け て も よ く
、 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 液 晶 表 示 装 置 を カ ラ ー 化 す る こ と が で き る 。  
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 者 等 は 、 カ ラ ー Ｓ Ｔ Ｎ 型 液 晶 表 示 装 置 の 白 抜 け や 黒 筋 の 発 生 原 因 を 解 明 す べ く 種
々 の 実 験 を 行 っ た 結 果 、 こ れ ら の 表 示 む ら が 、 ラ ビ ン グ 処 理 時 に 基 板 表 面 の 露 出 し て い る
膜 の 状 態 と 関 連 し て い る こ と を 見 い 出 し た 。
　 す な わ ち 図 １ ４ ～ １ ７ は 、 ラ ビ ン グ 処 理 時 に 基 板 表 面 に 露 出 し て い る 膜 の 状 態 を 変 え て
液 晶 表 示 装 置 を 製 造 し た と き の 、 画 面 の 表 示 状 態 を 示 し た も の で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い
て （ ａ ） は 第 １ の 基 板 の 概 略 平 面 図 、 （ ｂ ） は 第 ２ の 基 板 の 概 略 平 面 図 、 （ ｃ ） は 画 面 の
模 式 図 で あ る 。 ま た 図 中 符 号 ６ １ は 電 極 部 、 ６ １ ａ は 表 示 部 透 明 電 極 群 、 ６ １ ｂ は 引 き 出
し 透 明 電 極 群 、 ６ １ ｃ は 外 側 透 明 電 極 群 、 ６ ２ は 配 向 膜 、 ６ ３ は 絶 縁 膜 層 を そ れ ぞ れ 示 し
て い る 。 ま た 図 中 矢 印 は ラ ビ ン グ 方 向 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ４ は 第 １ の 実 験 例 を 示 す も の で 、 第 １ の 基 板 は ガ ラ ス 基 板 上 に 電 極 部 ６ １ が 形 成 さ
れ 、 そ の 上 に 配 向 膜 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る （ 絶 縁 膜 層 な し ） 。 電 極 部 は 外 側 透 明 電 極 群 を
形 成 せ ず 、 配 向 膜 ６ ２ の 外 側 に 露 出 し て い る の は 引 き 出 し 透 明 電 極 群 ６ １ ｂ の 一 部 だ け と
し た 。 第 ２ の 基 板 は ガ ラ ス 基 板 上 に 電 極 部 ６ １ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 配 向 膜 ６ ２ が 形 成 さ
れ て い る （ カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 お よ び オ ー バ ー コ ー ト 層 な し ） 。 そ し て 、 配 向 膜 ６ ２ の 外
側 に 外 側 透 明 電 極 群 ６ １ ｃ と 引 き 出 し 透 明 電 極 群 ６ １ ｂ の 一 部 が 露 出 し て い る 構 成 と し た
。 こ の 構 成 の 場 合 、 図 １ ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 表 示 画 面 の 下 部 に 薄 い 白 抜 け が 生 じ た 。
　 図 １ ５ は 第 ２ の 実 験 例 を 示 す も の で 、 第 １ の 基 板 は 上 記 第 １ の 実 験 例 と 同 じ 構 成 と し た
。 第 ２ の 基 板 は ガ ラ ス 基 板 上 に カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 、 オ ー バ ー コ ー ト 層 、 電 極 部 ６ １ 、 配
向 膜 ６ ２ が 順 次 形 成 さ れ て お り 、 配 向 膜 ６ ２ の 外 側 に 外 側 透 明 電 極 群 ６ １ ｃ と 引 き 出 し 透
明 電 極 群 ６ １ ｂ の 一 部 が 露 出 し て い る 構 成 と し た 。 こ の 構 成 の 場 合 、 図 １ ５ （ ｃ ） に 示 す
よ う に 表 示 画 面 の 上 部 お よ び 下 部 に 白 抜 け が 生 じ 、 特 に 下 部 の 白 抜 け が 顕 著 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ６ は 第 ３ の 実 験 例 を 示 す も の で 、 第 １ の 基 板 は ガ ラ ス 基 板 上 に 電 極 部 ６ １ が 形 成 さ
れ 、 そ の 上 に 絶 縁 膜 層 ６ ３ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 配 向 膜 ６ ２ が 形 成 さ れ て お り 。 配 向 膜 ６
２ の 周 囲 に は 絶 縁 膜 層 ６ ３ が 露 出 し て い る 。 第 ２ の 基 板 は ガ ラ ス 基 板 上 に カ ラ ー フ ィ ル タ
ー 層 、 オ ー バ ー コ ー ト 層 、 電 極 部 ６ １ 、 配 向 膜 ６ ２ が 順 次 形 成 さ れ て い る 。 ま た 電 極 部 は
外 側 透 明 電 極 群 を 形 成 せ ず 、 配 向 膜 ６ ２ の 外 側 に 露 出 し て い る の は 引 き 出 し 透 明 電 極 群 ６
１ ｂ の 一 部 だ け と し た 。 こ の 構 成 の 場 合 、 図 １ ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 表 示 画 面 に は 等 ピ ッ
チ の 縦 黒 筋 と 画 面 下 部 に 横 黒 筋 が 生 じ た 。
　 図 １ ７ は 第 ４ の 実 験 例 を 示 す も の で 、 第 １ の 基 板 、 第 ２ の 基 板 と も に 、 ガ ラ ス 基 板 上 に
電 極 部 ６ １ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 配 向 膜 ６ ２ が 形 成 さ れ て お り （ 絶 縁 膜 層 な し ） 、 電 極 部
は 外 側 透 明 電 極 群 を 形 成 せ ず 、 配 向 膜 ６ ２ の 外 側 に 露 出 し て い る の は 引 き 出 し 透 明 電 極 群
６ １ ｂ の 一 部 だ け と し た 。 こ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 表 示 画 面 は 均 一 で 表 示 む ら は 生 じ な
か っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 こ れ ら の 実 験 結 果 よ り 本 発 明 者 等 は 、 配 向 膜 ６ ２ の 擦 り 始 め 側 に お い て 、 配 向 膜 ６ ２ の
外 側 に 電 極 部 ６ １ が 露 出 し て い る と 白 抜 け が 生 じ 易 く 、 特 に 第 ２ の 基 板 に カ ラ ー フ ィ ル タ
層 お よ び オ ー バ ー コ ー ト 層 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に 白 抜 け が 顕 著 で あ る こ と 、 ま た 、 第 １
の 基 板 に お い て 、 配 向 膜 ６ ２ の 外 側 に 絶 縁 膜 層 ６ ３ が 露 出 し て い る と 黒 筋 が 生 じ る こ と を
知 見 し 、 本 発 明 に 至 っ た 。  
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ ～ ５ は 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を 示
し た も の で 、 図 １ は 第 １ の 基 板 １ の 一 部 構 成 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 第 ２ の 基 板 ２ の 一 部 構
成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 ま た 図 ３ ～ ５ は 、 第 １ の 基 板 １ と 第 ２ の 基 板 ２ と で 液 晶 層 ３ を 挟
ん で 構 成 し た 液 晶 セ ル の 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 １ お よ び ２ 中 の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図
、 図 ４ は Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ５ は Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 図 中 符 号 ４ は 封 止
材 で あ る 。  
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 基 板 １ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ 上 に 電 極 部 １ ２ 、 絶 縁 膜 層 （ 以 下 ト ッ プ コ ー ト 層 と い
う ） １ ３ 、 お よ び 配 向 膜 １ ４ が 順 次 積 層 さ れ て な っ て い る 。 電 極 部 １ ２ は ス ト ラ イ プ 状 の
透 明 電 極 で 構 成 さ れ て お り 、 表 示 画 面 領 域 １ ０ に 形 成 さ れ た 表 示 部 透 明 電 極 群 １ ２ ａ と 、
表 示 画 面 領 域 １ ０ の 周 囲 の 対 向 す る ２ 辺 の 外 方 に そ れ ぞ れ 表 示 部 透 明 電 極 群 １ ２ ａ を 引 き
出 す 引 き 出 し 透 明 電 極 群 １ ２ ｂ と 、 表 示 画 面 領 域 １ ０ の 外 側 に 形 成 さ れ た 外 側 透 明 電 極 群
１ ２ ｃ と か ら な っ て い る 。 電 極 部 １ ２ は 、 好 ま し く は Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ス ト ラ イ プ 状 に エ ッ チ ン
グ し て 形 成 さ れ る 。
　 配 向 膜 １ ４ は 、 好 ま し く は ポ リ イ ミ ド 膜 が 用 い ら れ 、 膜 形 成 後 上 述 し た よ う な ラ ビ ン グ
処 理 が 施 さ れ る 。
　 ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ は 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ ２ 、 Ｚ ｒ Ｏ ２ 等 の 絶 縁 性 材 料 を 用 い て 形 成 さ れ る
。 本 発 明 に お い て ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ を 設 け な い 構 成 と す る こ と も で き る が 、 第 １ の 基 板
１ の 電 極 部 １ ２ と 配 向 膜 １ ４ と の 間 に ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ を 設 け る と 、 異 物 等 に よ る 上 下
電 極 短 絡 不 良 を 防 止 で き る と い う 利 点 が 得 ら れ る 。  
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 第 １ の 基 板 １ の 表 示 画 面 領 域 １ ０ の 周 囲 の ４ 辺 の う ち 、 引 き 出 し 透
明 電 極 群 １ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い な い ２ 辺 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ の 外 側 で は 、 電 極 部 １ ２ が 配 向 膜
１ ４ に 被 覆 さ れ て お り 、 電 極 部 １ ２ の 端 縁 、 す な わ ち 外 側 透 明 電 極 群 １ ２ ｃ の 端 縁 が 配 向
膜 １ ４ の 端 縁 よ り も 内 側 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ は 配 向 膜 １ ４ に 被 覆 さ れ て お り 、 ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ の 端 縁 が
配 向 膜 １ ４ の 端 縁 よ り も 内 側 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ の 基 板 ２ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ １ 上 に カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 ２ ５ 、 オ ー バ ー コ ー ト 層 ２ ６
、 電 極 部 ２ ２ 、 お よ び 配 向 膜 ２ ４ が 順 次 積 層 さ れ て な っ て い る 。 電 極 部 ２ ２ は ス ト ラ イ プ
状 の 透 明 電 極 で 構 成 さ れ て お り 、 表 示 画 面 領 域 ２ ０ に 形 成 さ れ た 表 示 部 透 明 電 極 群 ２ ２ ａ
と 、 表 示 画 面 領 域 ２ ０ の 周 囲 の １ 辺 の 外 方 に 表 示 部 透 明 電 極 群 ２ ２ ａ を 引 き 出 す 引 き 出 し
透 明 電 極 群 ２ ２ ｂ と 、 表 示 画 面 領 域 ２ ０ の 外 側 に 形 成 さ れ た 外 側 透 明 電 極 群 ２ ２ ｃ と か ら
な っ て い る 。 電 極 部 ２ ２ は 、 好 ま し く は Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ス ト ラ イ プ 状 に エ ッ チ ン グ し て 形 成 さ
れ る 。
　 配 向 膜 ２ ４ は 、 好 ま し く は ポ リ イ ミ ド 膜 が 用 い ら れ 、 膜 形 成 後 上 述 し た よ う な ラ ビ ン グ
処 理 が 施 さ れ る 。
　 カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 ２ ５ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ １ 上 に 周 知 の 各 種 カ ラ ー フ ィ ル タ ー の 製 法 に
よ り 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス お よ び Ｒ Ｇ Ｂ 各 色 が 配 列 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 を 作 製 し て
得 ら れ る 。 そ し て カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 ２ ５ 上 に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 ２ ５ の 保 護 お よ び
そ の 表 面 の 平 坦 化 の た め に オ ー バ ー コ ー ト 層 ２ ６ が 形 成 さ れ る 。 こ の オ ー バ ー コ ー ト 層 ２
６ は 、 例 え ば ア ク リ ル 樹 脂 を 用 い て 形 成 さ れ る 。
　 ま た カ ラ ー 表 示 を 行 わ な い 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 ２ ５ お よ び オ ー
バ ー コ ー ト 層 ２ ６ を 設 け な い 構 成 と す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 第 ２ の 基 板 ２ の 表 示 画 面 領 域 ２ ０ の 周 囲 の ４ 辺 の う ち 、 引 き 出 し 透
明 電 極 群 ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い な い ３ 辺 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ の 外 側 で は 、 電 極 部 ２ ２
が 配 向 膜 ２ ４ に 被 覆 さ れ て お り 、 電 極 部 ２ ２ の 端 縁 、 す な わ ち 外 側 透 明 電 極 群 ２ ２ ｃ の 端
縁 が 配 向 膜 ２ ４ の 端 縁 よ り も 内 側 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ は 配 向 膜 １ ４ に 被 覆 さ れ て お り 、 ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ の 端 縁 が
配 向 膜 １ ４ の 端 縁 よ り も 内 側 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。  
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 す る に は 、 ま ず ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 上 に そ れ ぞ れ 成 膜 、 パ
タ ー ン 形 成 を 行 っ て 第 １ の 基 板 １ お よ び 第 ２ の 基 板 ２ を 作 製 す る 。
　 次 に 各 配 向 膜 １ ４ ， ２ ４ に ラ ビ ン グ 処 理 を 施 す 。 こ の ラ ビ ン グ 処 理 は 上 述 し た よ う な ラ
ビ ン グ ロ ー ル ６ ０ を 用 い て 行 い 、 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 図 １ お よ び 図 ２ 中 に 矢 印 で 示 す よ う に
、 図 の 右 上 か ら 左 下 に 向 か う 方 向 と す る 。
　 次 に 、 配 向 膜 １ ４ ， ２ ４ の 周 囲 に 封 止 材 ４ を 塗 布 し 、 ま た 好 ま し く は 第 １ の 基 板 １ と 第
２ の 基 板 ２ と の 間 隔 を 均 一 化 す る た め の ス ペ ー サ （ 図 示 略 ） を 配 し て 、 第 １ の 基 板 １ と 第
２ の 基 板 ２ と を 重 ね 合 わ せ る 。 こ の と き 、 各 基 板 １ ， ２ の 配 向 膜 １ ４ ， ２ ４ が 内 側 と な る
よ う に 、 ま た ２ つ の 基 板 １ ， ２ の ス ト ラ イ プ 状 透 明 電 極 群 が 互 い に 直 交 す る よ う に す る 。
　 続 い て 、 封 止 材 ４ を 硬 化 さ せ 、 第 １ の 基 板 １ と 第 ２ の 基 板 ２ と の 間 に 液 晶 材 料 を 注 入 し
、 さ ら に 各 基 板 １ ， ２ の 外 側 に 偏 光 板 （ 図 示 略 ） を 貼 っ て 液 晶 セ ル を 得 る 。
　 そ し て 、 得 ら れ た 液 晶 セ ル に 、 こ れ を 駆 動 さ せ る た め の ド ラ イ バ Ｌ Ｓ Ｉ や 電 源 回 路 を 配
置 し た 実 装 基 板 等 を 取 り 付 け て 、 セ ル の 引 き 出 し 透 明 電 極 群 １ ２ ｂ ， ２ ２ ｂ と ド ラ イ バ Ｌ
Ｓ Ｉ と を 電 気 的 な 接 続 さ せ 、 さ ら に バ ッ ク ラ イ ト や 筺 体 を 組 立 て 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る
。 　 　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 に あ っ て は 、 表 示 画 面 領 域 １ ０ ， ２ ０ の 周 囲 の う ち 引 き 出 し 透
明 電 極 群 １ ２ ｂ ， ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 辺 側 を 除 い て 、 外 側 透 明 電 極 群 １ ２ ｃ ， ２ ２ ｃ
が 配 向 膜 １ ４ に 被 覆 さ れ る よ う に 電 極 部 １ ２ ， ２ ２ の 形 状 を 設 計 す る こ と に よ っ て 、 ラ ビ
ン グ 処 理 時 に 、 配 向 膜 １ ４ ， ２ ４ の 擦 り 始 め 側 に お い て 、 配 向 膜 １ ４ ， ２ ４ の 外 側 に 電 極
部 １ ２ ， ２ ２ が 露 出 し て い る 部 分 を 極 力 少 な く し た 。 こ れ に よ り 、 表 示 画 面 に 白 抜 け が 生
じ る の を 防 止 で き る 。
　 ま た 第 １ の 基 板 １ の ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ が 配 向 膜 １ ４ に 完 全 に 被 覆 さ れ る よ う に す る こ
と に よ っ て 、 ラ ビ ン グ 処 理 時 に 配 向 膜 １ ４ の 外 側 に ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ が 露 出 し な い よ う
に し た 。 こ れ に よ り 、 表 示 画 面 に 黒 筋 が 生 じ る の を 防 止 で き る 。  
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 図 １ ～ ５ に 示 す 構 造 を 有 す る 液 晶 セ ル を 作 製 し 、 こ れ を 用 い て カ ラ ー Ｓ Ｔ Ｎ 型 液 晶 表 示
装 置 を 製 造 し た 。
　 ま ず 第 １ の 基 板 １ を 次 の よ う に し て 作 製 し た 。 ガ ラ ス 基 板 １ １ と し て は ソ ー ダ ラ イ ム ガ
ラ ス を 用 い 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ 上 に Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ス パ ッ タ リ ン グ に よ り 形 成 し 、 こ れ を エ ッ チ
ン グ し て 電 極 部 １ ２ を 形 成 し た 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 厚 さ は １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム
と し た 。 こ の 上 に 、 主 に Ｚ ｒ Ｏ ２ 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ か ら な る ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ を 印 刷 に よ り 形
成 し た 。 電 極 部 １ ２ 表 面 か ら ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ 表 面 ま で の 厚 さ は ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ オ ン
グ ス ト ロ ー ム と し た 。 こ の 上 に ポ リ イ ミ ド 膜 か ら な る 配 向 膜 １ ４ を 印 刷 に よ り 形 成 し た 。
ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ 表 面 か ら 配 向 膜 １ ４ 表 面 ま で の 厚 さ は ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ
ー ム と し た 。 こ の 後 、 レ ー ヨ ン か ら な る ラ ビ ン グ ロ ー ル を 用 い て 配 向 膜 １ ４ に ラ ビ ン グ 処
理 を 施 し た 。
　 第 １ の 基 板 １ に お い て 、 表 示 画 面 領 域 １ ０ の 引 き 出 し 透 明 電 極 群 １ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い
な い ２ 辺 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ の 外 側 に お け る 、 配 向 膜 １ ４ の 端 縁 と 外 側 透 明 電 極 群 １ ２ ｃ の 端
縁 と の 距 離 は ０ .１ ～ ０ .６ ｍ ｍ 、 配 向 膜 １ ４ の 端 縁 と ト ッ プ コ ー ト 層 １ ３ の 端 縁 と の 距 離
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は ０ .２ ～ ０ .８ ｍ ｍ と し た 。  
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 次 の よ う に し て 第 ２ の 基 板 ２ を 作 製 し た 。 ガ ラ ス 基 板 ２ １ と し て は ソ ー ダ ラ イ ム
ガ ラ ス を 用 い 、 ガ ラ ス 基 板 ２ １ 上 に カ ラ ー フ ィ ル タ ー 層 ２ ５ を 形 成 し 、 そ の 上 に ア ク リ ル
樹 脂 か ら な る オ ー バ ー コ ー ト 層 ２ ６ を 形 成 し た 。 ガ ラ ス 基 板 ２ １ 表 面 か ら オ ー バ ー コ ー ト
層 ２ ６ 表 面 ま で の 厚 さ は ３ ～ ５ μ ｍ と し た 。
　 こ の 上 に Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ス パ ッ タ リ ン グ に よ り 形 成 し 、 こ れ を エ ッ チ ン グ し て 電 極 部 ２ ２ を
形 成 し た 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 厚 さ は １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム と し た 。 こ の 上 に ポ リ
イ ミ ド 膜 か ら な る 配 向 膜 ２ ４ を 印 刷 に よ り 形 成 し た 。 電 極 部 ２ ２ 表 面 か ら 配 向 膜 ２ ４ 表 面
ま で の 厚 さ は ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム と し た 。 こ の 後 、 第 １ の 基 板 １ と 同 様 に
し て 配 向 膜 ２ ４ に ラ ビ ン グ 処 理 を 施 し た 。
　 第 ２ の 基 板 ２ に お い て 、 表 示 画 面 領 域 ２ ０ の 引 き 出 し 透 明 電 極 群 ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い
な い ３ 辺 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ の 外 側 に お け る 配 向 膜 ２ ４ の 端 縁 と 外 側 透 明 電 極 群 ２ ２
ｃ の 端 縁 と の 距 離 は ０ ． １ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ と し た 。 こ の よ う に し て 作 製 し た 第 １ の 基 板 １ お
よ び 第 ２ の 基 板 ２ を 用 い て 、 カ ラ ー Ｓ Ｔ Ｎ 型 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 し た 。 得 ら れ た 液 晶 表 示
装 置 の 表 示 画 面 に 白 抜 け や 黒 筋 等 の 表 示 む ら は 生 じ な か っ た 。  
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を 示 す も の で 、 第 １ の 基 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を 示 す も の で 、 第 ２ の 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を 示 す も の で 、 図 １ お よ び 図 ２ 中 の Ａ － Ａ 線 に 沿
う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を 示 す も の で 、 図 １ お よ び 図 ２ 中 の Ｂ － Ｂ 線 に 沿
う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を 示 す も の で 、 図 １ お よ び 図 ２ 中 の Ｃ － Ｃ 線 に 沿
う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 例 を 示 す も の で 、 第 １ の 基 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 例 を 示 す も の で 、 第 ２ の 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 例 を 示 す も の で 、 図 ６ お よ び 図 ７ 中 の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 例 を 示 す も の で 、 図 ６ お よ び 図 ７ 中 の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 例 を 示 す も の で 、 図 ６ お よ び 図 ７ 中 の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ラ ビ ン グ 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 液 晶 表 示 装 置 に お け る 表 示 む ら の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 液 晶 表 示 装 置 に お け る 表 示 む ら の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 表 示 む ら の 原 因 解 明 の た め に 行 っ た 実 験 例 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 第 １ の 基 板
の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 第 ２ の 基 板 の 平 面 図 、 （ ｃ ） は 表 示 画 面 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 表 示 む ら の 原 因 解 明 の た め に 行 っ た 実 験 例 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 第 １ の 基 板
の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 第 ２ の 基 板 の 平 面 図 、 （ ｃ ） は 表 示 画 面 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 表 示 む ら の 原 因 解 明 の た め に 行 っ た 実 験 例 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 第 １ の 基 板
の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 第 ２ の 基 板 の 平 面 図 、 （ ｃ ） は 表 示 画 面 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 表 示 む ら の 原 因 解 明 の た め に 行 っ た 実 験 例 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 第 １ の 基 板
の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 第 ２ の 基 板 の 平 面 図 、 （ ｃ ） は 表 示 画 面 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ …  第 １ の 基 板 、 ２ …  第 ２ の 基 板 、 ３ …  液 晶 層 、 １ ０ …  表 示 画 面 領 域 、 １ １ …  ガ ラ
ス 基 板 、 １ ２ …  電 極 部 、 １ ２ ａ …  表 示 部 透 明 電 極 群 、 １ ２ ｂ …  引 き 出 し 透 明 電 極 群 、
１ ２ ｃ …  外 側 透 明 電 極 群 、 １ ３ …  絶 縁 膜 層 （ ト ッ プ コ ー ト 層 ） 、 １ ４ …  配 向 膜 、 ２ ０
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…  表 示 画 面 領 域 、 ２ １ …  ガ ラ ス 基 板 、 ２ ２ …  電 極 部 、 ２ ２ ａ …  表 示 部 透 明 電 極 群 、 ２
２ ｂ …  引 き 出 し 透 明 電 極 群 、 ２ ２ ｃ …  外 側 透 明 電 極 群 、 ２ ４ …  配 向 膜 、 ２ ５ …  カ ラ ー
フ ィ ル タ ー 層 、 ２ ６ …  オ ー バ ー コ ー ト 層 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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